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所

衣

子

仏
教
史
と

一
口
に
言

つ
て
も
、

独

立
的
性
質

を
有
し

て

い

る

も

の

で

は

な

く
、

又
、
各
個

に
存
在
す
る

こ
と
も
な

い
の

で

あ

る

か

ら
、
思
想

史

と

な

れ

ば
、

絶
対
主
義

で
あ

り
、
特

に
、
仏
教
史

は
、
内

的
観

に
よ
り
、

そ
の
思
想
史

は
、
絶
対
的
唯

心
論

に
よ

つ
て
、
認

識
さ
れ
て
い
る
。

総
括

し
て
、
現

代
社
会

へ
の
外

的
及
び
、

内
的
関
係
を
説

く
な
ら
、

諸
説

の

論
理

は
、
批
判

的
、
実

在
論

で
あ

り
、

在
立
す
る
事
自
体
、

「命
題
」

で
あ
る
。

古
代

よ
り
、

現
代
に
至
る
迄
、

我

々
、
人
間
を
、
包

容
し
得
る
に
足
る
仏
教

思
想

は
、
主
観
的
認
識

の
上
に
立
ち
、

伝
統
的
自
意
識

で
あ
り
、

定
義
し
て
か

か
る
立
論

は
誤
算

で
あ
り
、

分
析

し

て
、
考
察
す
る

の
を
要
す
る
、

思
弁
的
な

観
念

で
あ
る
の
だ
か
ら
、

不
当
な
重
ん
じ
方

の
み

で
、
根
本
的
、
命

題
を
立
て

る

べ
き
で
は
な

い
。

仮
定
し
得

る
世
界

は
、

い
わ
ば
、

多
元
的

に
集

っ
て
、
普
遍
化
し
、

非
時
間

的
と
言
わ
ず
、
永
遠

と
い
う
よ
う

に
、
最
初
か

ら
、

そ

の
頭
字

を
、

「
真
理
」

と
か
、

「絶
対
」

と
は
、
言

つ
て
い
な

い
の
で
、
あ

つ
て
、
思
考

の
法
則

と

し

て
、
論
理
が
、
思
考

に
従

い
、
思
考
作
用
、

そ
の
も

の
の
が
、

所
有
し

て
い
る

法
則

で
は
な
い
。

即
ち
、

「
知
る
」
法
則

と
、
「
在

る
」

と
い
う
法
則

と
は
別

で
あ
り
、

そ

の
論

点

の
覚
る
自
意
識
は
、

一
つ
の
事
物

が
、

一
人
の
句

に
、
関
係

し
、
認
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
立
論
の
成
見
で
あ
る
。

仏
教
思
想
史
中
、
根
本
仏
教
は
、
仏
陀
と
、
並
に
そ
の
弟
子
の
時
代
か
ら
の

仏
教
で
あ
る
か
ら
、
原
始
時
代
の
仏
教
思
想
は
、
(紀
元
前
三
五
〇
年
-
二
七

〇
年
)
は
、
伝
承
維
持
が
、教
権
確
立
に
な
つ
た
と
い
つ
て
も
い
い
。
草
稿
も
、

筆
記
も
、
速
記
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
唯
聴
者
に
よ
る
結
集
の
綱
目
化

を
な
し
た
教
説
で
あ
り
、
仏
語
は
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、補
足
さ
れ
つ
つ
、

学
説
的
に
は
、
実
在
論
の
立
場
を
と
り
、
思
想
は
各
人
相
互
に
一
致
せ
ず
、
上

座
長
老
の
形
式
化
で
、
転
変
説
は
、
広
意
の
宇
宙
論
で
あ
っ
た
。

縁
起
説
も
、
事
実
的
に
見
ら
れ
、
従
つ
て
、
志
然
的
に
、
時
間
的
因
果
関
係

で
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

即
ち
、
縁
起
と
は
、
縁
に
起
る
過
程
を
示
す
意
味
と
な
る
の
で
、
原
因
結
果

の
関
係
で
見
る
時
は
、
識
の
生
ず
る
以
前
に
、
す
で
に
、
現
在
の
生
存
の
存
す

る
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
識
が
、
現
在
生
存
の
最
初
と
な
る
。

そ
れ
等
と
同
様
に
、
思
弁
的
独
断
的
に
、
唯

一
の
経
験
に
照
し
合
せ
て
、
立

論
せ
ず
に
、
最
初
か
ら
、
成
見
を
も
つ
て
定
義
し
た
の
が
、
立
論
の
誤
算
で
あ

る
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

哲
学
的
に
は
、
包
容
し
、
広
範
に
、
普
遍
化
し
て
説
明
を
求
め
る
事
が
出
来

て
も
、
仮
定
と
し
て
、
先
づ
、
仮
定
の
世
界
は
、
統

一
の
出
来
た
世
界
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
多
元
的
に
集
つ
て
、
出
来
た
世
界
と
見
る
べ
き
な
の
で

あ
る
。

い
わ
ば
、
多
元
的
に
集
つ
て
出
来
た
世
界
と
、
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
言

葉
の
暗
示
か
ら
生
ず
る
、
誤
算
は
、
か
な
り
あ
る
。

非
時
間
的
と
い
う
か
わ
り
に
、
永
遠
的
と
い
い
、
最
後
の
項
の
な
い
系
列
を

無
限
と
言
い
、
頭
字
を
、
大
に
し
て
、
「真
理
」
と
か
、
「絶
対
」
と
い
う
の
は

唯
心
論
者
に
あ
る
不
当
な
誤
算
と
、
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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そ

こ
で
、
現
代
社
会

に
於

け
る

「
存
在
」
論

の

「
在
」
は
、
異

つ
て
く
る
。

「
在
る
」

と
い
う

こ
と
は
、

仏
教
史
上
に
於

て
は
、
知
ら
れ
る

こ
と
で
あ
り
、

知
ら
れ
る
事

の
重
点

に
、
更

に
、

認
識
作
用
が
、
事
物
を
決
定
づ
け
る
よ
う
に

見
え
る

の
は
、

い
わ
ゆ
る
観

念
論
者
が
、
陥

る
と
こ
ろ
の
誤
算
な

の
で
あ
る
。

即
ち
、

世
界

の
在

る
法
則

で
、

知
る
作
用

の
従
う

べ
き

法
則

で

な

の

で
あ

り
、

認
識
論
は
、
語

る
べ
き
問
題

で
は
な
く
、
事
実

の
法
則
と
し

て
、
取
扱
う

べ
き
学
問
で
あ

る
と
い
う
事

に
な
る
か
ら
、
論
理
学

と
実
在
論

の
相
違
が
、

こ

こ
に
生
ず
る
の
で
あ

る
。

知
覚
に
し
て
も
、

幻
覚

に
し
て
も
、

同
じ
こ
と
が

い
え
る
。

コ
ー

ヒ
ー
茶
碗

は
、
存
在
す
る
と
思

う
。

ペ

ン
は
、

存
在
す

る
と
思
う
。

ペ
ン
を
見
る
か
ら
、

ペ
ン
が
存
在
す

る
の
で
、

コ
ー

ヒ
ー
茶
碗
を
、

日
本
風
茶
器

と
見
れ
ば
、

コ
ー

ヒ
ー
茶
碗
は
、

そ
こ
に
、
存

在
し
な

い
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、
時

に
、
錯
覚

と
も
な
り
、

幻
覚

で
あ

る
こ
と
が

い
え
る
。

即
ち
、
我

々
の
知
覚
表
象

は
、

常
に
、
存
在

的
に
、
「
真
」

で
あ
る
。

こ
れ
等
は
、
空
想
的
相
像

で
は
な
く
、

「相
像
」

し
た
だ
け

で
、
間
違

え

て

い
る
場
合
が
あ

る
と
い
う
事

で
あ
る
か
ら
、
相
像
す

る
こ
と
は
、
空
想

的
な
相

像

で
は
な
く
、
願
う
、

念

う
に
か
か
わ
ら
ず
、
自

然
に
起

る
相
像

で
あ

る
。

ペ
ン
も
、
茶
碗
も
、

「
知
覚

」

で
、

ペ
ン
な
ら
、

ペ

ン
の
知
覚

で
相
像

し

た

こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
が
、
外
的
事
物

の
存
在

で
あ
る
と

こ
ろ

の
、
実
用
論

的
方
法
に
於
て
解

決
出
来
る
、

心
的
状
態
、

に

つ
い
て
の
感
覚
で
あ
る
。

で
は
、

仏
教
思
想
史
た

る
も

の
、
現
代
社
会

へ
、
何
を
露
呈

し
て
き
た
だ
ろ

う
か
と

い
う
、
問
題
点

に
突

き
当
る
。

重
要
な

の
は
、
論

証
よ
り
、
教

儀
よ
り
、

又
、

仏
説

よ
り
、
訳

さ
れ
て
き

て
い
る
経
典
と

い
う
訳
書

で
あ

つ
て
、

多
丈

の

答

論
は
、

述
記
よ
り
も
、

そ

の
要
旨

の
み
で
も
、

経
典

を
訳

せ
ば
よ

い
。

対
論
は
、
論
理
的
な
思
考
,
 
に
基
づ
い
て
,
 
い
る
の
で
あ
つ
て
、主
題
の
展
開
は
、

対
論
は
、
存
在
し
な
い
と
い
つ
て
も
、
い
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
思
想
史
的
な
、
基
盤
の
思
想
立
脚
点
は
、
い
つ
れ
の
教
理
に

し
て
も
、
試
論
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
い
い
例
が

「即
身
成
仏
思
想
」
で
あ
っ
て
、
宗
論
の
対
決
と
な
れ
ば
、

事
例
は
、
少
く
な
い
対
論
と
は
、
な
る
が
、
論
理
化
は
、
そ
れ
を
更
に
、
具
体

的
な
事
物
を
も
つ
て
、
発
展
し
な
け
れ
ば
、
対
論
と
い
う
課
題
は
、
思
想
性
を

検
討
し
、
現
代
思
想
へ
の
展
開
は
、
と
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
「対
論
」

に
あ
ら
ず

「試
論
」
と
、
筆
者
は
、
言
つ
た
の
で
あ
る
。
合
成
語
の
解
釈
。
論

述
は
、
紙
数
が
、
つ
き
な
い
の
で
、
は
ぶ
か
せ
て
い
た
だ
き
、
換
言
す
れ
ば
、

現
代
社
会
は
、
分
別
的
思
惟
を
超
え
、
対
象
と
し
て
、
知
の
実
践
主
義
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
つ
て
、
認
識
主
体
、
そ
れ
自
体
、
世
俗
が
説
定
出
来

て
も
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
世
俗
真
理
の
範
囲
は
、
日
常
的
営
為
に
、

重
点
が
、
お
か
れ
、
業
論
と
は
、
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、

識
の
相
互
は
、
縁
起
説
と
の
対
比
を
有
す
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
仏
説
を
、
現

代
に
ま
で
、
い
た
ら
し
め
た
の
は
、
「世
親
」
で
あ
る
。
「空
性
、
無
相
、
無
願
」

等
、
句
義
の
説
明
は
、
経
中
に
、
如
来
蔵
説
を
、
清
弁
と
な
し
た
大
乗
内
部
で

の
仏
陀
の
説
示
に
よ
る
人
格
で
あ
り
、
基
礎
や
真
偽
は
、
仏
教
思
想
史
の
発
展

に
伴
い
、
人
間
の
自
由
意
志
に
基
づ
く
運
動
の
意
義
で
あ
り
、
原
流
で
あ
る
。

仏
教
思
想
史
と
い
う
、
独
自
の
見
識
で
は
な
く
、
仏
教
思
想
を
現
実
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
弁
証
法
は
、
成
立
し
、
個
別
的
に
、
認
識
論
は
、
現
代
に
於

て
、
概
念
で
な
く
、
試
論
の
原
形
と
な
る
の
で
あ
る
。

(完
)

仏
教
思
想
史

に
視
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代
社
会

へ
の
対
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と
試
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(
別

所
)
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